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研修の特徴

◎大塚病院　 　
◎墨東病院　 　

〇広尾病院
〇豊島病院
〇荏原病院

◎小児総合医療センタ ー

〇多摩北部医療センタ ー
〇神経病院

●　 大塚病院（ 基幹施設）　

　 　 大塚病院施設群小児科東京医師アカ デミ ー専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 小児科　 古道　 一樹　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年

本プログラ ムは子ども の総合医育成を目的と し ており 、 特定の専門領域に偏るこ と なく 幅広い研修が可能です。 １ ・

２ 年目は都立大塚病院小児科で研修し ます。 小児科指導スタ ッ フ は多彩な専門分野を 幅広く 網羅し 、 com m on d isease

のみでなく 、 複雑な背景を 有する 慢性疾患の診療を 行っ ています。 当科は基幹施設と し て２ 次までの救急患者を 受け

入れており 、 小児科医と し て欠く こ と のでき ない急性疾患の初期対応から 集中治療管理まで一連の研修ができ ます 。

また、 当院は東京都西北部の周産期医療を 担う 総合周産期母子医療センタ ーであり 、 MFICU、 NICU、 GCU を有し 、 専

門的な新生児医療の研修ができ ます。 さ ら に当院には小児外科医、 小児脳神経外科医、 児童精神科医の常勤医がおり 、

小児の外科的疾患から 心の問題まで幅広く 経験でき ます。 専門研修３ 年目に最長９ か月間、 連携施設である 小児総合

医療センタ ー、 日本大学医学部附属板橋病院、 慶應義塾大学病院で、 更なる専門領域の研修を 行います。 乳幼児健診・

予防接種などの小児保健・ 社会医学は、 ３ 年間を 通じ て研修し ます。 診療体制と し てチーム制を 導入し ており 、 月 4

～ 6 回の日当直業務の翌日はオフ と し ています。 また、 互いにカ バーし 合う こ と で、 duty free の週末を 作れる よ う に

サポート し ます。 一般外来診療では、1 年目の夏から 、指導医のアド バイ スを受けながら 、ひと り で診療し ていただき 、

自立を 促し ます。 小児科の特徴である g eneralist と し ての研修を 行う と と も に、 その先のご自身の方向性を 定める 機

会を提供する、 サステナブルな未来につながるプログラ ムを目指し ています。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 一般小児科（ 独り 外来開始） 一般小児科

1 年次は大塚病院で一般小児科を研修。 7 月頃から 独り 外来診療を開始し 、 8 月頃から 独り 当直を始めるこ と を目標に研修
を行う 。

2 年次 一般小児科 新生児科 一般小児科

2 年次も 、 引き続き大塚病院で一般小児科を研修。 途中 3 か月間、 大塚病院の新生児科で新生児疾患を研修。

3 年次 血液・ 悪性腫瘍、 心臓、 集中治療、 小児救急など（ 小児総合医療セン タ ー等） 一般小児科

3 年次は、 大塚病院では研修できなかっ た分野を、 外部施設（ 小児総合医療センタ ー、 日大板橋小児科、 慶大小児科より 選
択） で最長 9 か月間研修。

●　 墨東病院（ 基幹施設）　

　 　 都立墨東病院小児科東京医師アカ デミ ー専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 小児科　 大森　 多恵　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年

小児科一般領域全体に対応でき る 小児科専門医になる こ と を 目標と し ます。 ほぼすべての領域にわたり も れなく 経

験でき る 体制と なっ ていま す。 1 年目は当院小児科のみで 1 年間研修し ます。 2 年目は、 当院新生児科（ 6 ヶ 月間）、

当院小児科にて研修が不十分な血液・ 腫瘍疾患（ 3 ヶ 月）・ 小児麻酔（ 1 ヶ 月間） を 院外研修し ます。 3 年目は当院小

児科と 、 各自の希望に基づいた関連施設での研修と なり ます。 当院の研修はチーム医療での研修が主体と なり ます。

専攻医の下にはジュ ニアレ デン ト 、 上には指導医と し て小児科専門医が配置さ れ、 1 チーム 6 名前後で構成さ れます。

院内での各チーム編成と 関連施設研修では同学年の研修医は原則 1 名と し 、 同チーム・ 同研修施設で重複する 研修医

研修コ ース

モデル

採用施設一覧（ ◎は基幹施設、 ◯は連携施設）

研修プログラ ムの特徴
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がないよ う に設定し ます。 研修 1 年目から 週に 1 回の外来診療（ 午後）・ 月 4 回の ER 当直業務を 担当し ます。 外来診

療では自ら が主治医と なっ た患児の退院後の経過観察が主体と なり ます。 ER当直業務では指導医の監督下に小児科医

と し て欠く こ と のでき ない救急疾患の対応、 急性疾患の管理 ・ 慢性疾患の初期対応を 研修し ます。 定期的に地域保健

所にて乳幼児健診を 指導医と と も に行い、 乳児健康診査・ 小児保健・ 社会医学を 担当医と し て研修し ます。 救急を 含

め症例数は豊富であり 、 概ね 2 年次までに小児科専門医取得に必要な症例は経験する こ と が出来、 学会発表・ 著者と

し ての論文作成は終了し ます。 そのため、 3 年時の研修は半年間を 各自の希望によ り 比較的自由に計画する こ と が可

能です。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 小児科 小児科 小児科 小児科

1 年目は当院小児科のみの研修と なり ます。

2 年次
新生児科 新生児科

血液・ 腫瘍疾患
( 聖路加国際病院）

小児麻酔
（ 小児総合医
療セン タ ー）

小児科

2 年目は当院新生児科（ 小児科と は独立し ています、 6 ヶ 月間）、 聖路加国際病院（ 血液・ 腫瘍疾患、 3 ヶ 月間）、 小児総合医
療センタ ー（ 小児麻酔・ 1 ヶ 月間）、 当院小児科（ 2 ヶ 月間） を行います。 各研修の順番は他の研修医の研修内容と 重複し な
いよう に時期を調整するため、 順番が前後し ます。

3 年次 小児科 小児科 連携施設

3 年目は当院小児科（ 6 ヶ 月間）、 各自の希望に基づいた院外研修（ 6 ヶ 月間、 小児総合医療センタ ーなど） と なり ます。

●　 小児総合医療センタ ー（ 基幹施設）　

　 　 小児総合医療センタ ー施設群小児科東京医師アカ デミ ー専門研修プログラ ム

プログラ ム責任者： 副院長　 幡谷　 浩史　 　 プログラ ム研修期間： 3 年

小児科専攻医は総合診療科に所属し 、 主担当医と し て患者・ 家族に接し 、 チーム制のサポート を得ながら 学びます。

また、 専門診療科の集まる 小児病院の中にあっ て 、 総合診療科は小児科医の基本・ 中核を 専門と する 科であり 、 病

気を 診る のではなく 人を 診る 、 かゆいと こ ろ に手が届く 医療を 実践し ています。 専門診療科と の垣根の低さ が当院の

特徴の一つであり 、 一般小児科を 超える 範囲について、 各専門診療科と 協力し て、 よ り 良い医療を 提供し ています。

また、 ER 患者（ 2025 年度 年間約 3.2 万人） およ び入院症例（ 平均 42 床） の診療を 通じ て、 小児科の基礎を学び、 抱

いた疑問 clin ical question  から 臨床研究に結びつける よう 、 心がけています。

そし て、 最も 大切にし ているこ と のひと つが若手医師の教育です。 ３ 年間のプログラ ムで① 1-3 次救急（ ER スタ ッ フ の

協力のも と 重症患者・ 外傷の初期対応、 内科 /外科疾患の入院対応 )、 ②総合診療科外来 ( 発達 ･ 成長障害、 健診異常、

不定愁訴など、 主に急性疾患でない紹介患者さ んが対象 )、 ③予防医療（ 予防接種、 こ ども の事故予防、 児童虐待）、 ④

若手医師の教育（ 院外の初期、 後期研修医の受け入れ）、 ⑤自主的な勉強会（ 外部講師招聘）、 ⑥国内外の学会発表、 論

文作成、 ⑦同期で協力し ておこ なう 前向き臨床研究など、 盛り だく さ んのこ と を経験し ます。 ⑧年 1 回、 院内や医師アカ

デミ ー発表を行う こ と で発表の仕方を学びます。 またそのテーマを活かし て論文を作成し 、 専門医試験に備えます。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 総合診療科 麻酔科 新生児科 救命救急科

　

2 年次 総合診療科 地域医療 専門科ローテーショ ン

3 年次 総合診療科 集中治療科 専門科ロ ーテーショ ン 外来研修 総合診療科

必修診療科：
　 総合診療科 17 か月（ 1 年は担当医、 2-3 年は中級指導医）、 麻酔科 1 か月（ 1 年 6 月～ 2 年前半）、 新生児科 3 か月（ 1 年 6 月～ 2 年前半）、
　 救命救急科 1 か月（ 1 年 6 月～ 3 月）、 集中治療科 2 か月（ 2 年～ 3 年前半）、 外来研修 1 か月（ 3 年）
　 地域医療 3 か月（ 1 年後半～ 2 年） 多摩北部医療センタ ーおよび周辺開業医、 松戸市立総合医療センタ ー、 山梨大学連携病院

専門診療科（ 選択）： 8 か月（ 2-3 年）

研修コ ース

モデル

研修コ ース
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●　 広尾病院　（ 連携施設）

指導医責任者： 小児科　 山本　 康仁

小児科専門医の取得を 目的と し て 、 都心の急性期病院である 当院と 、 基幹病院である 小児総合医療セン タ ーで 、 幅

広く 一般小児医療と 救急医療を 経験し ます。 新生児医療は大塚病院で 3 ヶ 月かけて研修し 、 専門領域については、 小

児総合医療セン タ ーの各専門診療科で経験でき る ほか、 0 ～ 6 ヶ 月間日本大学医学部附属板橋病院や日本大学病院の

専門診療班を ロ ーテイ ト する 選択肢も あり ます。 また、 研修期間を 通じ て、 予防接種や乳児健診、 地域の保健医療・

福祉機関や教育分野と の連携など 、 小児科医と し て必要なスキルを身につける こ と ができ ます。 実際の研修コ ースは、

各人の希望を 踏まえ、 ３ 年間と いう 限ら れた時間を有効に使える よう 、 指導医と 一緒に考えながら 作っ ていき ます。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 広尾病院

1 年次は、 広尾病院で一般診療と 救急医療、 正常新生児を幅広く 研修する。

2 年次 大塚病院新生児科 小児総合医療セン タ ー（ 総合診療科、 各専門診療科）

2 年次は、 大塚病院で未熟児新生児の研修を行う ほか、 小児総合医療センタ ーで一般診療、 救急医療、 専門領域の研修を行う 。

3 年次 広尾病院（ 日大板橋病院） 広尾病院（ 日本大学病院） 広尾病院

３ 年次は、 日大板橋病院・ 日本大学病院を０ ～ 6 ヶ 月選択し 、 専門診療班で研修を行う こ と も 可能。 広尾病院では一般診療
に加え、 アレルギー疾患、 心身症などの経験を積みながら 、 専門医に求められる知識の総点検を行う 。

●　 豊島病院　（ 連携施設）

指導医責任者： 小児科　 中澤　 友幸

24 時間体制で救急対応し ている総合病院であり 、 一般病院で多く みら れる com m on d isease も 、 大学病院でし かみ

ら れないよ う な専門的な疾患も 診る こ と ができ ます。 研修初期から 主治医と し て外来・ 病棟での経験を 積むこ と が可

能です。 当院で経験するこ と が困難な専門性の高い領域については都立小児総合医療センタ ー（ ６ か月）、 順天堂大学

医学部附属順天堂医院（ 血液腫瘍・ 循環器を 各３ か月）、 順天堂大学医学部附属浦安病院（ NICU を ３ か月） で研修し

ます。 地域の乳幼児健診や虐待対応など社会医学的経験を 積むこ と も 可能です。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 豊島病院

2 年次 小児総合医療セン タ ー（ 基幹施設） 順天堂医院（ 血液腫瘍・ 循環器）

基幹施設での研修内容は希望により 調整可能

3 年次 順天堂浦安病院（ NICU） 豊島病院

●　 荏原病院　（ 連携施設）

指導医責任者： 小児科　 佐藤　 弘之

小児科コ ースは、 小児科専門医の取得を 目標と し て 、 日本小児科学会専門医研修ガイ ド ラ イ ン に準拠し て研修を

行いま す。 基幹施設は、 小児総合医療セン タ ーで、 当院、 及び大塚病院新生児科を 連携施設と し ま す。 研修期間は、

18 ヶ 月を 小児総合医療セン タ ーで、 12 ヶ 月を 当院で、 6 ヶ 月を 大塚病院新生児科で研修し ま す。 小児科専門医の取

得には、 感冒などの com m on d isease から 症例報告する よ う な稀な疾患まで、 幅広い疾患領域を 経験する 必要があり

ます。 また、 こ れから の小児科医には、 疾患の診断、 治療だけでなく 、 小児保健、 育児支援、 健康支援、 予防医療な

ど、 子ども の健全な発育を 総合的に支援でき る よ う になる こ と が求めら れています 。 こ れに対応する よ う に、 本コ ー

スでは、 高度医療を 行う 専門施設と 地域に密着し た二次医療機関と いう 複数の施設で研修する こ と によ っ て、 g eneral 

ped iatrician から subspeciality まで、 臨床から 研究まで、 幅広く 対応でき るカ リ キュ ラ ムになっ ています。

研修コ ース

モデル
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 小児総合医療セン タ ー

1 年時には高度医療施設で、 総合診療、 三次救急、 ICU 管理などを研修する。

2 年次 荏原病院

2 年目から 3 年目の前半は、 地域の二次医療機関と し て、 common disease や小児保健を含めた general pediatirician と し て
の研修を行う 。

3 年次 大塚病院新生児科 小児総合医療セン タ ー

最終年度後半は、 subspeciality と し て、 研究テーマをもっ て研修する。

●　 多摩北部医療センタ ー　（ 連携施設）

指導医責任者： 小児科　 柴田　 映道

多摩北部医療セン タ ーは北多摩北部 5 市を 保健医療圏と する 基幹病院です。 地域の中核病院と し て、 小児二次救急

医療や医療的ケアの必要な在宅重症児に対する 診療、 また登校困難や発達障害など幅広く 入院を 受け入れています。

また、 神経、 腎泌尿器、 内分泌代謝、 アレ ルギー、 睡眠、 消化器、 循環器等の専門外来を 開設し ており 、 専門性の高

い診療も 展開し ています。 こ のよ う な診療を 背景に、 救急受患者数は年間延べ 3000 例、 入院患者数も 延べ 4500 例を

超え豊富な臨床経験を 積むこ と が可能です。 研修内容は、 初年次には小児診療の基本的疾患について学びます。 救急

外来で初期対応を 、 また病棟では入院症例の治療計画を 自分で立案し 、 実際の診療を 遂行する 能力を 養います。 二年

次は半年間小児総合医療セン タ ーにおいて 、 新生児医療、 小児集中医療およ び小児麻酔を 5 か月の研修を 行います。

最終年では将来の専門を 見据えてよ り 高度な医療を 小児総合医療セン タ ーで選択科を 6 か月間研修し ても ら います。

こ のよ う なプロ グラ ムによ り 、 連携施設採用であっ ても 4 年次以降のサブスペシャ ルティ 研修を し っ かり と 見据えた

小児科専門医の取得が可能と なっ ています。

当科の研修は自主性を 重んじ ます。 与えら れたプロ グラ ムを 遂行する 型の研修ではなく 、 自ら 問題点を 見つけ解決

へアプローチする スタ イ ルです。 我々指導医は解答を 与えるのではなく 、 一緒に思考する 伴走者的な立ち 位置です。

こ ども は地域で育まれ社会性を 身に付けます。 ですから 、 小児医療も 地域と の関わり が重要です。 当院では地域密

着型の小児医療研修を 提供し ています。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 多摩北部医療セン タ ー　 小児科

前半…主に入院症例を担当し 小児科医と し ての基礎を学ぶ　 /　 後半…救急外来にも 対応できる能力を養う 。

2 年次 多摩北部医療セン タ ー　 小児科 （ 小児総） Ｐ Ｉ Ｃ Ｕ Ｎ Ｉ Ｃ Ｕ 麻酔

前半…一般病床におけるさ ら なる研鑽を行い、 後輩の指導にあたる　 /　 後半…小児総合にて麻酔科１ ヶ 月、 NICU・ PICU ２
ヶ 月ずつローテイト

3 年次 循環器 呼吸器 感染症 血液 アレ ルギー 皮膚 ＊府中療育 多摩北部医療センタ ー　 小児科

前半…小児総合にて専門科 20 領域の中から 希望の科を選択　 /　 後半…一般臨床におけるさ ら なる研鑽をおこ ない、 チーム
リ ーダーと し ての自覚をはぐ く む / 希望者は＊府中療育センタ ーにて研修（ １ ヶ 月）

研修コ ース

モデル

研修コ ース

モデル

（ 小児総合医療セン タ ー 小児科・ 精神科①壮行会） （ 小児総合医療セン タ ー 小児科・ 精神科②壮行会）


